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よいとまかせ
370年以上前から淀江町で伝えられて
きた「日吉神社神幸神事」。

「よいとまかせ」とも呼ばれています。
郷土を離れて、遠くで暮らしている多
くの人たちが、この行事にあわせて帰っ
てきます。

「よいとまかせ」は、５月３日（木）の午
後２時から、日吉神社（淀江町西原：
淀江文化センター裏）で始まります。



区 分 予 算 額 対前年度比

自
主
財
源

市 税 180億 5,288万円 1.3％
諸 収 入 63億 2,783万円 △ 2.1％
使用料及び手数料 11億 9,617万円 △ 0.4％
分担金及び負担金 9億 9,744万円 △ 2.5％
財 産 収 入 ほ か 2億 3,206万円 △ 10.8％
繰 入 金 6,141万円 △ 56.1％

依
存
財
源

地 方 交 付 税 98億 4,555万円 0.5％
国 庫 支 出 金 78億 8,256万円 △ 4.4％
市 債 53億 5,494万円 24.3％
県 支 出 金 39億 1,488万円 △ 5.7％
譲 与 税・ 交 付 金 23億 6,128万円 △ 7.3％
合 計 562億 2,700万円 0.5％

区 分 予 算 額 対前年度比
民 生 費 198億 9,333万円 △ 0.9％
公 債 費 80億 1,442万円 △ 1.3％
総 務 費 70億 6,518万円 △ 1.8％
商 工 費 60億 9,187万円 △ 5.3％
土 木 費 51億 8,839万円 6.8％
教 育 費 48億 2,204万円 23.2％
衛 生 費 31億 8,042万円 2.7％
農 林 水 産 業 費 9億 9,267万円 △ 4.3％
議 会 費 3億 9,339万円 △ 11.6％
そ の 他 5億 8,529万円 △ 25.4％
合 計 562億 2,700万円 0.5％

【財政用語の解説】

地 方
交付税

収入が少ない市町村でも一定水準の行
政サービスを提供できるようにするた
め、国から交付されるお金

国 庫
支出金

資金の使い道を指定して地方自治体
に国から交付されるお金

譲与税・
交 付 金

国が徴収した税の一部を、一定の基
準で地方自治体に配分するお金

民生費 子どもやお年寄り、障がいのある方
への福祉のためのお金

公債費 借入金返済のためのお金

総務費 庁舎や財産の維持管理、戸籍の管理、
税金の徴収などのためのお金

土木費 道路や公園の整備など、まちづくり
をするためのお金

教育費 小中学校の施設の整備や文化の振興
などのためのお金

商工費 商工業・観光の振興のためのお金

衛生費 健康診断や予防接種、ごみの回収処
理などをするためのお金

一般会計予算額　　562億2,700万円
（対前年度予算比の伸び率　0.5％増）

◆会計別でみた予算
区 分 平成24年度

当初予算額
平成23年度
当初予算額 対前年度比

一 般 会 計 562億2,700万円 559億5,900万円 0.5％

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 153億1,254万円 148億5,792万円 3.1％
住 宅 資 金 貸 付 事 業 973万円 1,024万円 △ 5.0％
土 地 取 得 事 業 6,041万円 6,132万円 △ 1.5％
下 水 道 事 業 67億6,854万円 61億2,164万円 10.6％
駐 車 場 事 業 2億1,675万円 2億1,682万円 0.0％
農 業 集 落 排 水 事 業 6億8,172万円 7億3,523万円 △ 7.3％
流 通 業 務 団 地 整 備 事 業 6,663万円 7,107万円 △ 6.2％
市 営 墓 地 事 業 5,147万円 1,398万円 268.3％
介 護 保 険 事 業 118億2,330万円 108億3,412万円 9.1％
後 期 高 齢 者 医 療 15億3,220万円 14億6,275万円 4.7％

平成24年度当初予算の概要

平成24年度当初予算の概要平成24年度当初予算の概要

　３月市議会定例会で、平成24年度当初予算が決まりました。
　平成24年度の予算編成では、「選択と集中」の観点を徹底し、経常的経費についてゼロ ･シーリング※に取り組むことと
しました。あわせて、国や県の施策との連携を図るとともに、昨年策定した第２次米子市総合計画「米子いきいきプラン
2011」で示したまちづくりの目標と基本方向に沿って、「生活充実都市・米子」のさらなる発展を目指した施策の推進に配
慮することとしました。
　また、近年頻発している大雪、台風、地震、津波等の災害を教訓として、災害に強いまちづくりに要する経費についても
予算措置に努めることとしました。この結果、地域防災計画の見直し、津波ハザードマップの作成、原子力災害対策の充実、小・
中学校の耐震化および大規模改修、公会堂・図書館の耐震改修などの防災・安全対策、工業用地再整備事業や企業立地促進
補助金などの企業立地対策、緊急雇用創出事業等の雇用対策について予算化を図るなど、「安心・安全なまちづくりと地域活
力の向上」に重点を置いた予算編成内容としています。　　※ゼロ ･シーリング…予算要求枠が前年度対比同額以内のこと

■問合せ　財政課（☎２３－５３２２）
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（１）『ひと』がいきいき
主な事業（一般会計） 予 算 額

特別医療費助成事業 8億3,023万円
子宮頸がん等３ワクチン接種事業 1億6,838万円
がん検診事業 2億6,665万円
女性特有のがん検診推進事業 1,790万円
働く世代への大腸がん検診特別推進事業 1,121万円
各種予防接種事業 2億 264万円
妊婦健康診査事業 1億2,627万円
不妊治療費助成事業（新規） 1,780万円
子ども手当事業 26億1,244万円
保育所措置事業（公立・私立） 36億2,566万円
保育所特別保育事業（私立） 2億2,984万円
保育所耐震改修事業 5,796万円
放課後児童対策事業（なかよし学級） 9,799万円
なかよし学級待機児童対策事業 3,706万円
民間認可保育所施設整備費補助事業（新規） 998万円
認定こども園設置促進事業（新規） 1,000万円
ひとり親家庭自立支援事業（新規） 223万円
成年後見サポートセンター運営推進事業（新規） 151万円
居宅介護給付事業 11億7,974万円
身体・知的障がい者相談員設置事業（新規） 32万円
自主防災組織育成事業 521万円
連携備蓄物品更新事業 248万円
防犯対策推進事業 1,309万円
非常備消防費 6,368万円
消防ホース乾燥塔改修事業 240万円
消防ポンプ自動車整備更新事業 2,600万円
津波ハザードマップ策定事業（新規） 593万円
原子力安全対策事業（新規） 29万円
震災に強いまちづくり促進事業 670万円
県営急傾斜地崩壊対策事業負担金（新規） 70万円
危険家屋対策事業（新規） 21万円
国保特別会計繰出金 9億8,753万円
後期高齢者医療費負担金 13億 726万円
後期高齢者医療特別会計繰出金 3億8,510万円
生活保護扶助費 28億7,744万円
介護保険事業特別会計繰出金 16億5,697万円

（３）『ふるさと』がいきいき
主な事業（一般会計） 予 算 額

準用河川改修事業 9,090万円
排水路新設改良・維持補修事業 1億1,195万円
都市公園管理事業 1億5,912万円
公園施設長寿命化事業（新規） 800万円
市営住宅管理事業 1億1,317万円
市営五千石住宅建替事業 9億1,783万円
市営住宅防災機器設置事業（新規） 205万円
市営住宅外壁改修事業（新規） 1,140万円
分別収集事業 5億6,188万円
クリーンセンター運転事業 10億7,386万円
地球温暖化対策事業 4,809万円
電気自動車・急速充電器整備事業 145万円
家庭用燃料電池導入推進事業（新規） 240万円
洗川内水対策事業（新規） 500万円
まちなか居住支援事業 200万円

（５）『市役所』がいきいき
主な事業（一般会計） 予 算 額

広報よなごの発行 1,498万円
自治基本条例策定事業 275万円
よなご・まちづくりモニター事業（新規） 15万円
職員採用説明会開催事業（新規） 21万円
中海市長会による共同事業への負担金 1,400万円
広域行政管理組合負担金 27億5,766万円

（２）『こころ』がいきいき
主な事業（一般会計） 予 算 額

人権問題市民意識調査（新規） 102 万円
男女共同参画推進関連事業 60 万円
福米中学校校舎増築事業 3億9,481万円
にこにこサポート支援事業 1,351万円
学校給食運営事業 3億1,199万円
地域で育む学校支援ボランティア事業 641万円
小・中学校ＩＣＴ環境整備事業（新規） 495万円
小学校下水道・農業集落排水接続事業 850万円
福米東小学校屋内運動場改築事業（新規） 3,402万円
住吉小学校大規模改修等事業（新規） 2,785万円
五千石小学校屋上防水改修事業（新規） 1,880万円
小・中学校扇風機設置事業（新規） 220万円
小・中学校耐震補強事業（新規） 9,775万円
東山中学校受水槽改修事業（新規） 1,150万円
小・中学校少人数学級実施事業（新規） 5,400万円
小学校プール浄化設備改修事業（新規） 260万円
中学校放送設備整備事業（新規） 98万円
公民館運営費 3億1,072万円
公民館施設等整備事業 3,571万円
公民館耐震改修事業 2,272万円
市民体育館等管理運営事業 2億3,206万円
図書館・美術館整備事業 6億5,000万円
公会堂整備事業 6億1,342万円
史跡上淀廃寺跡保存整備事業 470万円
図書館システム整備事業（新規） 812万円
文化ホール整備事業（新規） 500万円
美術品購入費 236万円
私立幼稚園運営費補助金 4,367万円
私立幼稚園就園奨励費助成事業 8,815万円
私立幼稚園第三子保育料軽減事業 881万円

（４）『あした』がいきいき
主な事業（一般会計） 予 算 額

チャレンジプラン支援事業 3,842万円
単市土地改良事業 1億 190万円
次世代鳥取梨ブランド創出事業（新規） 315万円
葉たばこ廃作農地品目転換推進事業（新規） 1,405万円
県営彦名干拓地基盤整備事業負担金 (新規 )	 130万円
魅力ある商店街づくり事業費補助金 1,712万円
まちなかを巡るモニターツアー事業（新規） 7万円
まちなかなう事業（新規） 6万円
中心市街地活性化推進事業 406万円
商工業振興資金貸付事業 48億6,396万円
にぎわいのある商店街づくり事業 300万円
産地水産業強化支援事業（新規） 3,619万円
６次産業化推進事業 479万円
スマートコミュニテイ推進事業（新規） 1,500万円
歩道のバリアフリー化事業 5,513万円
まちの案内看板設置事業 545万円
メディア芸術振興事業 160万円
まちなか発ニューコンテンツ活用モデル事業 (新規 ) 46万円
上淀白鳳の丘展示館開館記念事業（新規） 76万円
企業立地促進資金融資事業 2億5,000万円
企業立地促進補助金 7,021万円
二本木地区工場用地再整備事業 4億 275万円
道路維持補修事業 1億3,133万円
道路新設改良事業等 3億8,880万円
狭あい道路拡幅整備事業（新規） 200万円
米子市・保定市交流推進事業（新規） 99万円
環日本海学生交流事業（新規） 37万円
よなごカルチャー創世記事業（新規） 100万円
婚活サポート事業（新規） 100万円
緊急雇用対策事業（新規 25事業、雇用創出 85人） 1億9,037万円

平成24年度当初予算の概要

※太字は新規事業



市民
・資源リサイクル
・エネルギーの有効利用
・廃棄物の排出の抑制

事業者
・公害の防止
・製品その他の使用及び廃棄
　による環境への負荷の低減

市
環境保全と創造に関する基
本的かつ総合的な施策を策
定し実施する

環境基本計画とは
　米子市では、今の環境を守り、よりよい
環境へつくり変えながら、未来の世代へ引
き継いでいきたいという思いから、平成17
年に米子市環境基本条例をつくりました。
　この環境にやさしいまちづくりの考えを
実現するため、住民や事業者、行政が一体
となって、行動すべき内容をまとめたもの
が環境基本計画です。

目指すべき環境像と５つの基本目標

目指すべき環境像

自然の恵みに感謝し、
ともに歩みつづけるまち

―みんなで守り、育み、
伝える米子の環境―

《この環境像を掲げた想い》
　米子市は、碧

あ お

く輝く日本海を望み、秀峰大山を仰ぐ恵まれた環境を享受しながら、弓ヶ浜半島の基部
に広がる中海圏域の中核都市として発展してきました。また、一級河川日野川やラムサール条約登録湿
地として登録された中海など、豊かな水辺を有しています。さらに、日本最大級の弥生時代の集落遺跡
である国指定史跡「妻木晩田遺跡」や本州で唯一出土した国指定重要文化財「石馬」や、日本名水百選
の「天の真名井」、因伯の名水の「本宮の泉」を有するなど、自然に抱かれ、古代ロマンにあふれています。
　しかし、現在私たちは都市化の進展による都市・生活型公害、そして大量生産・大量消費・大量廃棄
型の社会経済活動による廃棄物問題、それらによる地球環境への影響など、さまざまな環境問題に直面
しています。
　そこで、平成18年３月の「米子市環境都市宣言」を踏まえ、市民・事業者・市が一体となり、環境先
進都市を目指し、米子市の特色であると同時に宝でもある豊かな自然を守り、将来を担う子どもたちや
未来の米子市民に、より良い環境を引き継いでいく役割を認識するために、この環境像を掲げます。

役割分担と連携

　環境に関する問題は、行政の取組みだけで
推進できるものではありません。市民、事業者、
市がそれぞれの役割を認識し、対等な立場で
協力し合い、連携することで、具体的な取組
みを目指します。

■問合せ
　環境政策課（☎２３－５２５６）

計画の期間と対象
計画の期間は、10年間とします。

見直し
（平成27年度）

計画の対象は、次の５つの分野を対象とします。

基本目標

１　地球環境に配慮した循環型のまちづくり
２　健康で安心して暮らせるまちづくり
３　豊かな自然と調和したまちづくり
４　環境資源を活かしたまちづくり
５　みんなが環境を考えるまちづくり

基準年
平成23年度

目標年
平成32年度

地球
環境

生活
環境

自然
環境

快適
環境

環境
意識

市民
・資源リサイクル
・エネルギーの有効利用
・廃棄物の排出の抑制

事業者
・公害の防止
・製品その他の使用及び廃棄
　による環境への負荷の低減

市
環境保全と創造に関する基
本的かつ総合的な施策を策
定し実施する
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の
で
、
市
と
市
民
が
一
緒
に
な
っ

て
、
よ
り
良
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て

い
く
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
な

ど
を
定
め
た
も
の
で
す
。
可
能
な

限
り
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
、「
米

子
を
よ
り
良
い
ま
ち
に
し
よ
う
と

い
う
視
点
か
ら
、
こ
ん
な
ふ
う
に

考
え
、
こ
ん
な
ふ
う
に
行
動
し
よ

う
」
と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
長
い
時
間
を
か
け
て
作

成
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
よ
り
良
い
ま
ち

を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
基
本
的

な
考
え
方
な
ど
を
定
め
た
も
の
で

す
が
、
皆
さ
ん
に
特
別
な
規
制
を

設
け
る
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
条
例
が
制
定

さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
市

民
生
活
に
影

響
を
及
ぼ
す

も
の
で
は
な

く
、
条
例
制

定
を
ス
タ
ー

ト
と
し
、
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
く

中
で
、
よ
り
良
い
米
子
の
ま
ち
づ

く
り
に
役
立
て
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
の
施
行
日
は
規
則
で

別
に
定
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

今
年
の
夏
頃
ま
で
に
は
施
行
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
周
知
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
条
例
制
定
の
記

念
行
事
な
ど
も
行
な
う
予
定
で
す

が
、
こ
こ
で
は
、
３
回
（
５
・
６
・

７
月
号
）
に
わ
た
り
、
こ
の
米
子

市
民
自
治
基
本
条
例
を
読
む
上
で

の
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
①
　「
ま
ち
づ
く

り
」
っ
て
何
だ
ろ
う

　

こ
の
条
例
の
特
色
は
、「
ま
ち

づ
く
り
」
を
と
て
も
大
き
な
視
点

で
と
ら
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
ま
で
は
一
般
的
に
、「
ま
ち
づ

く
り
」
は
基
本
的
に
市
の
仕
事
だ

と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
よ

く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
こ
の

米
子
の
ま
ち
の
文
化
、
風
土
、
人

の
気
風
な
ど
を
形
成
し
て
い
る
の

は
、
市
で
は
な
く
、
む
し
ろ
市
民

の
皆
さ
ん
の
日
々
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
行
き

着
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、こ
の
条
例
で
は「
ま

ち
づ
く
り
」
を
市
の
仕
事
と
い
う

枠
内
に
と
ど
め
る
の
で
は
な
く
、

皆
さ
ん
自
身
の
日
々
の
生
活
や
お

住
ま
い
の
地
域
の
活
動
等
、
民
間

活
動
も
含
め
て
次
の
よ
う
に
定
義

す
る
と
と
も
に
、
身
の
回
り
の
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
主
体
的
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
人
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
で
、
市
民
が
主
体
と

な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い

く
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
の
「
ま
ち
づ
く
り
」

と
は
、
市
民
が
、
地
域
住
民
と

し
て
、
自
ら
の
暮
ら
す
地
域
に

つ
い
て
考
え
、
自
ら
決
定
し
、

自
ら
責
任
を
も
っ
て
行
な
う
す

べ
て
の
活
動
と
、
そ
れ
に
加
え

て
、
そ
う
し
た
市
民
の
意
思
に

基
づ
い
て
、
市
が
行
な
う
都
市

機
能
の
整
備
、
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
な
ど
の
活
動
を
含
め
た
米
子

市
の
地
域
づ
く
り
の
あ
ら
ゆ
る

活
動
の
こ
と
で
す
。

（
条
例
の
解
説
書
か
ら
）

ポ
イ
ン
ト
②
　「
ま
ち
づ
く

り
」は「
ひ
と
づ
く
り
」か
ら

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
で
被
害

を
受
け
ら
れ
た
被
災
地
の
人
た
ち

は
、
現
在
も
、
力
を
合
わ
せ
て
復

興
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う

と
良
い
面
だ
け
を
考
え
て
し
ま
い

が
ち
で
す
が
、
被
災
地
で
営
ま
れ

る
こ
う
し
た
活
動
も
ま
た
、「
ま

ち
づ
く
り
」に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
出
来
事

で
あ
ら
た
め
て

提
起
さ
れ
た
の

は
、
地
域
に
お

け
る
「
自
助
」、

「
互
助
」
の
精

神
の
大
切
さ
や

絆
や
支
え
あ
い
の
必
要
性
で
あ

り
、
こ
の
条
例
の
最
終
的
な
目
標

も
、
こ
う
し
た
こ
と
を
尊
重
し
実

践
す
る
気
風
を
地
域
に
根
付
か
せ

て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
制

度
や
仕
組
み
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
条
例
が
多
い
中
に
あ
っ
て
、

本
市
の
条
例
は
、
私
た
ち
市
民
一

人
ひ
と
り
が
、
地
域
を
担
う
者
と

し
て
、
い
か
に
考
え
、
い
か
に
行

動
す
る
の
か
と
い
う
考
え
に
基
づ

い
た
事
が
ら
が
中
心
に
据
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
特
徴
を
持

つ
条
例
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、

「
ま
ち
づ
く
り
」は「
ひ
と
づ
く
り
」

か
ら
』
と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う

に
、「
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、「
制

度
・
し
く
み
」
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
よ
り
良
い
ま
ち
に
な
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
や
は
り
「
ひ
と
」

こ
そ
が
重
要
で
あ
り
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

米
子
の
ま
ち
は
、
山
陰
の
商
都
と

呼
ば
れ
、
人
々
が
い
き
い
き
と
活

動
す
る
ま
ち
で
あ
り
、
こ
う
し
た

ま
ち
の
気
風
は
、
現
在
で
も
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

条
例
で
示
さ
れ
る
「
ま
ち
づ
く

り
」
と
そ
れ
を
担
う
「
ひ
と
づ
く

り
」
の
考
え
方
は
、
他
の
市
町
村

の
条
例
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
り
、
米
子
の
ま
ち
な
ら
で
は
の

も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
米
子
市
民
自
治
基
本
条
例
・
解

説
書
は
、
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
民
自
治
推
進
課

（
☎
23
―
５
３
７
５
）



　

功
労
表
彰
者

◆
自
治
功
労
者

　

松
本
松
子　
　

中
田
利
幸

　

田
後
良
文　
　

斎
賀
利
夫

　

足
立
譲
治　
　

松
本
憲
次

　

池
田
美
江
子

◆
農
業
功
労
者

　

大
森
洋
美　
　

福
田　

司

　

仲
田
祐
康

◆
厚
生
功
労
者

　

山
形
千
壽
子　

野
坂
美
仁

　

白
石
眞
博　
　

安
田　

亨

◆
体
育
功
労
者

　

遠
藤
泰
三

　

善
行
表
彰
者

◆
自
治
善
行
者

　

鶴
田
和
彦　
　

青
砥
英
作

　

八
田　

滋　
　

椿　

正
昌

　

吉
田
孝
儀　
　

大
前
廣
光

　

奥　
　

進　
　

山
上
建
夫

　

中
村
元
治　
　

清
水
吉
雄

　

上
田
俊
英　
　

早
原
彰
子

◆
商
工
業
善
行
者

　

淺
野
幸
則　
　

河
越
誠
剛

◆
農
業
善
行
者

　

井
田　

正　
　

井
田
良
治

　

安
田　

浩

◆
厚
生
善
行
者

　

松
浦
俊
則　
　

大
櫃
聖
蔵

　

安
樂
弘
子　
　

牧
浦
幹
雄

　

古
藤
龍
生　
　

松
本
澄
夫

　

藤
井
協
子　
　

岡
空
イ
ク
子

　

高
塚
芳
枝　
　

秋
鹿
芙
美
子

　

長
田　

明　
　

山
本
美
智
子

　

小
笹　

慧　
　

大
村　

誠

　

西
井　

通　
　

三
代　

幸

　

西
川
明
美　
　

杉
本
忠
義

　

足
立
節
明　
　

上
村
真
澄

　

辻
田
和
子　
　

神
庭　

誠

　

岩
本
好
吉　
　

平
林
正
哉

◆
教
育
善
行
者

　

小
原　

顕　

◆
文
化
善
行
者

　

羽
田
成
夫　
　

熊
谷
昌
彦

　

山
藤
良
治　
　

住
田
容
子

　

本
田
幸
男　
　

故　
鷲
見
浩
司

◆
消
防
善
行
者

　

長
谷
川　

俊　

向
山
明
広

　

大
谷　

晃　
　

宇
根
稔
彦

　

生
田
靜
雄　
　

柴
田　

武

　

畠
山
利
幸　
　

元
関
正
樹

　

浜
田
浩
孝

◆
体
育
善
行
者

　

谷
垣
喜
代
二　

三
上
政
憲

　

井
本
洋
子　
　

田
口
弘
子

　

山
下
隆
三　
　

福
岡
憲
一

　

梶
川
義
行　
　

石
脇
昭
弘

　

池
口
敏
明　
　

渡
部　

徹

　

大
森
典
子　
　

安
田
京
子

　

瀬
川
友
紀　
　

米
村　

允

　

松
井
健
太
郎　

手
島
阿
友
美

　

西
濱
童
夢　
　

原　

雅
貴

　

岩
本　

敏

　

善
行
団
体
表
彰

◆
文
化
活
動
善
行

フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う
の
会

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
善
行

米
子
市
子
ど
も
会
連
合
会

◆
寄
附
行
為
善
行

湊
山
中
学
校
創
立
40
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会

　

３
月
31
日
、
米
子
市
文
化
ホ
ー

ル
で
、「
米
子
市
功
労
者
・
善

行
者
表
彰
式
」
が
執
り
行
な
わ

れ
、
市
の
発
展
に
多
大
な
功
績

が
あ
っ
た
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
表
彰
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
問
合
せ　

総
務
管
財
課

（
☎
23
―
５
３
３
１
）

米
子
市
功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式



　

米
子
市
で
は
、
環
境
行
政
に

係
る
国
等
か
ら
の
権
限
委
譲
へ

の
対
応
、
建
設
行
政
の
体
制
整

備
及
び
教
育
委
員
会
事
務
局
の

充
実
等
を
図
る
た
め
に
、
平
成

24
年
４
月
１
日
付
け
で
組
織
機

構
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

行
政
機
構
改
正
の
概
要

■
環
境
政
策
局
　
環
境
政
策
課

及
び
環
境
事
業
課
の
係
再
編

　

水
質
、
騒
音
、
悪
臭
対
策
等

を
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、

現
行
の
環
境
政
策
課
「
環
境
検

査
室
」
を
同
課
「
環
境
保
全
係
」

に
統
合
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
廃
棄
物
行
政
に
係
る

現
場
対
応
へ
の
迅
速
化
、
事
務

の
効
率
化
の
た
め
に
、
現
行
の

環
境
政
策
課
「
廃
棄
物
対
策
係
」

と
環
境
事
業
課
「
業
務
係
」
を

「
環
境
政
策
課　

生
活
環
境
係
」

と
「
環
境
事
業
課　

廃
棄
物
対

策
係
」
に
再
編
し
ま
し
た
。

◆
環
境
政
策
課
（
場
所
：
市
役

所
旧
庁
舎
１
階
）

▼
生
活
環
境
係

　
（
☎
：
23
―
５
２
５
９
）

▼
環
境
計
画
係

　
（
☎
：
23
―
５
２
５
６
）

▼
環
境
保
全
係

　
（
☎
：
23
―
５
２
５
７
）

◆
環
境
事
業
課  

（
場
所
：
米
子

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

▼
管
理
係

　
（
☎
：
30
―
０
２
７
０
）

▼
廃
棄
物
対
策
係

　
（
☎
：
23
―
５
３
０
０
）

■
福
祉
保
健
部
　
福
祉
課

　
保
護
第
三
係
の
新
設

　

生
活
保
護
受
給
者
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
に
、
福
祉
課
に

新
た
に
「
保
護
第
三
係
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

◆
福
祉
課
（
場
所
：
市
役
所
本

庁
舎
１
階
）

▼
保
護
第
一
係

　
（
☎
：
23
―
５
１
５
１
）

▼
保
護
第
二
係

　
（
☎
：
23
―
５
１
５
２
）

▼
保
護
第
三
係

　
（
☎
：
23
―
５
５
３
１
）

■
建
設
部
　
建
築
住
宅
課

　
住
宅
整
備
係
の
新
設

　

建
築
事
務
の
増
大
に
対
応
す

る
た
め
に
、
建
築
住
宅
課
に
新

た
に
「
住
宅
整
備
係
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

◆
建
築
住
宅
課
（
場
所
：
市
役

所
本
庁
舎
２
階
）

▼
公
共
建
築
係

　
（
☎
：
23
―
５
２
６
１
）

▼
住
宅
整
備
係

　
（
☎
：
23
―
５
２
６
４
）

▼
設
備
係

　
（
☎
：
23
―
５
２
６
６
）

▼
市
営
住
宅
係

　
（
☎
：
23
―
５
２
６
３
）

■
建
設
部
　
建
築
指
導
課

　
危
険
家
屋
対
策
室
の
新
設

　

危
険
家
屋
対
策
を
推
進
す
る

た
め
に
、
建
築
指
導
課
内
に
新

た
に
「
危
険
家
屋
対
策
室
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

建
築
指
導
課
（
場
所
：
市
役
所

本
庁
舎
２
階
）

▼
建
築
指
導
係

　
（
☎
：
23
―
５
２
２
７
）

▼
開
発
指
導
係

　
（
☎
：
23
―
５
２
３
８
）

▼
危
険
家
屋
対
策
室

　
（
☎
：
23
―
５
２
８
８
）

■
教
育
委
員
会
　
教
育
総
務
課

　
の
係
再
編

　

教
育
委
員
会
事
務
局
の
機
能

を
強
化
す
る
た
め
に
、
現
行
の

「
教
育
総
務
課
総
務
係
」
と
「
管

理
係
」
を
再
編
し
、
同
課
内
に

新
た
に
「
教
育
企
画
室
」
と
「
学

校
管
理
係
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

◆
教
育
総
務
課
（
場
所
：
市
役

所
第
２
庁
舎
２
階
）

▼
教
育
企
画
室

　
（
☎
：
23
―
５
４
２
１
）

▼
学
校
管
理
係

　
（
☎
：
23
―
５
４
２
２
）

■
教
育
委
員
会
　
学
校
給
食
課

　
中
学
校
給
食
推
進
室
の
新
設

　

中
学
校
給
食
の
完
全
実
施
に

向
け
て
、
学
校
給
食
課
内
に
新

た
に
「
中
学
校
給
食
推
進
室
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

◆
学
校
給
食
課
（
場
所
：
米
子

市
大
谷
町
）

▼
給
食
係

　
（
☎
：
33
―
４
７
５
１
）

▼
中
学
校
給
食
推
進
室

　
（
☎
：
33
―
４
７
５
１
）



あ
い
さ
つ
啓
発
標
語　
　
「
お
は
よ
う
」
は　

今
日
も
元
気
で　

過
ご
せ
る
魔
法　
　
　

５
年
生　

鷲
見
華
乃

　
今
月
は
福
生
西
小
学
校
か

ら
、
朝
の
あ
い
さ
つ
の
模
様
を

お
伝
え
し
ま
す
。

「
え
が
お
で
あ
い
さ
つ
隊
」

米
子
市
立
福
生
西
小
学
校

５
年
生
ほ
か

　

福
生
西
小
学
校
で
は
、
毎
週

水
曜
日
と
金
曜
日
に
あ
い
さ
つ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

朝
、
登
校
し
て
き
た
児
童
に
、

「
え
が
お
で
あ
い
さ
つ
」
と
書
い

た
た
す
き
を
か
け
た
前
進
委
員

会
の
児
童
が
、
笑
顔
で
元
気
の

よ
い
声
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

始
め
は
、

照
れ
て
い
て

小
さ
い
声
で

し
か
あ
い
さ

つ
が
返
せ
な

か
っ
た
児
童

も
、
少
し
ず

つ
明
る
い
声
で
あ
い
さ
つ
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

３
学
期
の
始
業
式
か
ら
は
、

教
職
員
も
い
っ
し
ょ
に
玄
関
前

に
立
ち
、
児
童
に
負
け
な
い
よ

う
な
大
き
な
声
で
“
え
が
お
で

あ
い
さ
つ
隊
”
を
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
、
家
庭
で
、
地
域
で
、

人
と
人
と
の
心
を
つ
な
ぐ
あ
い

さ
つ
が
響
く
福
生
西
小
学
校
を

こ
れ
か
ら
も
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

■
青
少
年
育
成
米
子
市
民
会
議

（
☎
23
―
５
４
４
１
）

　市内の 23 の小
学校で行なわれて
いるあいさつの取
組みを順番に紹介
していきます。
　来月は、五千石
小学校の取組みを
ご紹介します。

市内で活動する団体が、地域の課題解決や、よりよい市民生活の実現のために、創意工夫して行なう活動を応援します。

【応募資格】　市内を拠点として活動する団体で、５人以上で構成（過半数が市内に在住、通勤・通学）し、会則または規約
などのある団体（ただし、宗教的活動や政治的活動または営利活動を目的とする団体などは除きます。）
【募集する事業】　自主的・継続的に取り組むまちづくりのための非営利活動で、次のいずれかに該当するもの。

①地域課題の解決など、住みよいまちづくりのために行なう事業
　　（環境美化活動、社会福祉活動、防犯活動、交通安全活動など）
②地域の特色を生かしたまちづくりのために行なう事業
　　（産業や文化、芸術、スポーツ振興などでの地域の特色を生かした地域活性化のための活動）
③その他、まちづくりの進展のための事業

《対象とならない事業》　国・県・市および公益法人から他制度による補助、助成または委託を受けている事業／ 政治活動、
宗教活動または営利活動を目的とする事業／ 過去に交付金を受けたことがある団体が行なう同一事業
【交付金】　１団体１事業とします。交付金の種類は２つあります。
◆ちょっこし活動コース　交付金対象経費の相当額（上限８万円）　団体の活動実績は問いません。
◆がいな活動コース　交付金対象経費の３分の２以内（上限30万円）　１年以上の活動実績のある団体が申込み可能です。
　※これまでにこの交付金を受けたことのある団体は、「ちょっこし活動コース」への申請はできません。
　※事業収入（入場料、売上金等）がある場合は、交付金対象経費から差し引きます。
■交付金対象経費について　チラシ・ポスターの作成費、材料・消耗品の購入費など
　※団体の運営費や飲食費などは対象外です。
【申込方法】　交付申請書、事業計画書、事業収支予算書、団体の概要調書などを、市民自治推進課（市役所本庁舎４階）
に直接提出してください。申込書類は、市民自治推進課、淀江支所、各公民館にあります。また、「米子市ホームページ」
からダウンロードもできます。
【申込締切】　５月１日（火）～５月31日（木）
【選考方法】　申込書類の審査終了後、審査会において、応募団体から事業内容の発表を行なっていただきます。主体的な
活動、公益性、継続性、事業費の妥当性などをポイントに審査員が採点し、その結果をふまえ、米子市が決定します。審
査会は６月下旬頃の予定です。応募団体には、別途日程をお知らせします。
【問合せ】　市民自治推進課（☎２３－５３７５）



あ
い
さ
つ
啓
発
標
語　
　
「
こ
ん
に
ち
は
」
み
ん
な
の
絆
が　

広
が
る
一
言　
　
　

５
年
生　

天
野
聖
也

　税制改正により個人住民税の扶養控除が改正されました。個人住民税は平成24年度から適用されます。（所得税は平成23
年分から適用されています。）
　16歳未満の扶養親族に係る扶養控除（33万円）が廃止されます。16歳以上 19歳未満の特定扶養親族に係る扶養控除の上
乗せ部分（12 万円）が廃止され、扶養控除の額が 33万円となります。
　なお、特定扶養控除に関して、19歳以上 23歳未満の特定扶養親族に係る扶養控除（45万円）、23歳以上 70歳未満の扶養
親族に係る扶養控除（33万円）および、70歳以上の老人扶養控除（38万円）については現行のまま変更ありません。

■問合せ　市民税課（☎２３－５１１４）

年少扶養控除 特定扶養控除　※1 （一般）扶養控除 老人扶養控除

上乗せ分
12万円

【25万円】
年少扶養控除

33万円
【38万円】

廃止
45万円

【63万円】 38万円
【48万円】廃止 33万円

【38万円】
33万円

【38万円】

■　※１…16歳以上 19歳未満の特定扶養控除は一般扶養控除に移行します。
■ 【　】内の数字は所得税の控除額です。

（年齢） 15
歳
16
歳

18
歳

22
歳

69
歳

19
歳

23
歳

70
歳

米子駅前地区での
自転車等の放置は禁止です

　下図の放置禁止区域に放置された自転車等は撤去し、米
子駅前地下駐輪場に保管します。返還にあたっては自転車
1,530 円、原付 2,350 円の撤去保管手数料を徴収します。
　自転車等の放置は、米子の玄関口である米子駅前の景観
を損ねるだけでなく、歩行者、からだの不自由な方の迷惑
になります。自転車等の放置はやめましょう。
■問合せ　建設企画課（☎２３－５２４８）

固定資産税の納付は
口座振替をおすすめしています

　５月は固定資産税の納期です。口座振替をご希望の場合
は、この度お届けする納税通知書についている「口座振替
依頼書」にご記入の上、金融機関へ提出してください。

▼第１期（納期限：５月31日）については、申込期限に間に
合いませんので、お手数ですが金融機関等の窓口でご納付
をお願いします。	 	 	 	

▼ゆうちょ銀行・郵便局用の依頼書、その他の税金や国保
料などの依頼書は市内の金融機関、市役所にあります。

―口座振替依頼書の記入例―
太枠線内の太字のように、ご記入、押印してください。



―
米
子
市
人
権
・
同
和
教
育

研
究
集
会
よ
り
―

　

今
年
１
月
に
第
37
回
米
子
市
人
権
・
同
和
教

育
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
集
会

に
は
保
育
園
・
幼
稚
園
を
は
じ
め
、
学
校
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
地
域
・
行
政
・
企
業
な
ど
幅
広
く
た
く

さ
ん
の
方
々
が
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
研
究
集
会
で
は
、
午
前
中
に
高
校

生
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
意
見
発
表
と
大
阪

教
育
大
学
監
事
の
野
口
克
海
さ
ん
に
よ
る
記
念

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
分
野
別
の

分
科
会
が
あ
り
、
熱
心
な
研
究
討
議
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

意
見
発
表
の
中
で
、
高
校
生
は
「
心
」
と
い

う
演
題
で
、
差
別
意
識
と
心
の
つ
な
が
り
の
大

切
さ
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。「
差
別
は
人

の
心
の
誤
っ
た
も
の
さ
し
に
よ
る
も
の
で
す
。

心
を
伝
え
る
の
は
難
し
い
。
難
し
い
か
ら
こ
そ

価
値
が
あ
る
。
心
を
伝
え
る
の
は
相
手
を
本
気

で
思
っ
て
い
る
証
拠
。
心
と
心
の
つ
な
が
り
は

一
度
で
き
た
ら
切
れ
ま
せ
ん
。」

　

高
校
生
が
親
し
い
友
達
と
の
交
流
や
経
験
を

通
じ
て
学
ん
だ
自
分
の
意
見
を
堂
々
と
発
表
す

る
姿
に
、
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
大
き
な
感
動

を
受
け
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
野
口
さ
ん
が
「
今
こ
そ
教
育

の
原
点
に
立
と
う
―
教
育
改
革
と
人
権
教
育

―
」
と
題
し
て
、
自
ら
の
教
育
者
と
し
て
の
経

験
や
実
践
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
し
な
が
ら
次
の
よ
う
な
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
教
育
と
は
「
差
別
の
現
実
か
ら
深
く

学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、

多
様
な
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
一
人
一
人
の

実
態
を
生
い
立
ち
や
背
景
を
含
め
て
、
大
人

が
し
っ
か
り
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

大
人
が
子
ど
も
に
寄
り
添
っ
て
し
っ
か
り
話

を
聞
く
こ
と
で
す
。
心
の
傷
は
心
で
し
か
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
こ
う
い
っ

た
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
人
権
感
覚

を
絶
え
ず
磨
い
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
そ
う
し
な
い
と
人
権
感
覚
は
曇
っ
て
き

ま
す
し
、
薄
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
の
こ
と
を
否
定
的
に
思
う
子

ど
も
は
、
頑
張
る
元
気
を
な
く
し
て
不
登
校

な
ど
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
私
は
良
い

と
こ
ろ
が
あ
る
。」「
私
は
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。」
と
自
尊
感
情
・
自
己
肯
定
感
を
し
っ

か
り
持
っ
て
い
る
子
ど
も
は
、
ち
ょ
っ
と
熱

が
あ
っ
て
も
学
校
に
来
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。　
　

　

子
ど
も
た
ち
が
自
尊
感
情
・
自
己
肯
定
感

を
持
つ
た
め
に
は
、
大
人
が
ま
ず
自
尊
感

情
・
自
己
肯
定
感
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
も

移
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。　

　

研
究
集
会
で
の
意
見
発
表
や
記
念
講
演
、

分
科
会
な
ど
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
人
権
に

つ
い
て
考
え
、
意
識
を
高
め
る
こ
と
は
、
お

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
う
社
会
を
築
い
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

米子市美術館改修工事に伴う休館のお知らせ
　米子市美術館は 1983（昭和 58）年６月17日、山陰地方初の公立
美術館として開設されました。以来、市展・県展・米子市秋の文化
祭など市民参加の美術展および、年間１～２本開催する特別展・自
主企画展、館蔵品を年間数期に分けて紹介する常設展を展覧会事業
として行なうと同時に、美術講演会や土曜講座、ミュージアムスクー
ルなどを普及事業として開催し、これまでに 190万人を超える方々
にご利用いただいてきました。
　このように数多くの市民の方々に親しまれてきた美術館も今年度
29年目を迎え、平成24年５月６日（日）から平成25年８月（予定）
まで改修工事に伴い、休館させていただくこととなりました。皆さ
んには大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願い
申し上げます。
　なお、休館中も引き続き、「ミュージアムスクール」や「出前講座」
等を実施いたしますので、ぜひご利用ください。

■問合せ　米子市美術館（☎３４－２４２４）
■ＵＲＬ　http://www.yonagobunka.net/y-moa/

す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
刻
も
早
い
帰
国
実
現
を
め
ざ
し
て　
　

被
害
者
家
族
の
方
々
の
胸
の
痛
み
を
想
う
と
、
一
日
も
早
く
、
元
気
な
う
ち
に
家
族
の
元
に
帰
っ
て
欲
し
い
と
願
う
。
∧
県
民
メ
ッ
セ
ー
ジ
抜
粋
∨



　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

を
ご
存
知
で
す
か
？

　

５
月
12
日
は
、「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
」
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
民
生

委
員
法
お
よ
び
児
童
福
祉
法
に
定

め
ら
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
に
委
嘱

さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

一
定
の
担
当
地
区
を
受
け
持
ち
、

地
域
や
関
係
す
る
機
関
と
の
連
携

を
と
り
な
が
ら
地
域
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
の
相
談
・
支
援
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
民
生
委
員
は

児
童
委
員
を
兼
ね
て
お
り
、
高
齢

者
の
介
護
、
子
育
て
、
健
康
・
医

療
に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
相
談
に

応
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
、

主
任
児
童
委
員
と
い
う
、
主
に
地

域
の
子
ど
も
た
ち
や
子
育
て
家
庭

に
関
す
る
支
援
活
動
を
行
な
う
委

員
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

現
在
、
米
子
市
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
は
275
名
、
主
任
児
童
委
員

は
54
名
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
は
、昭
和
52
年
（
１
９
７
７
年
）

に
、
毎
年
５
月
12
日
を
「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
日
」
と
す
る
こ

と
を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大

正
６
年
（
１
９
１
７
年
） 

５
月
12

日
に
岡
山
県
済
世
顧
問
制
度
設
置

規
定
が
公
布
さ
れ
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
制
度
の
発
端
に
な
っ
た

こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
す
。

問
合
せ　

米
子
市
民
生
児
童
委
員

協
議
会
事
務
局　

長
寿
社
会
課
地

域
福
祉
室
（
☎
23
―
５
５
４
１
）

　

米
子
駅
前
地
下
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
！

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
お
出
か
け

の
機
会
が
増
え
る
は
ず
…
。
米
子

駅
周
辺
へ
の
お
出
か
け
や
、Ｊ
Ｒ
、

か
む
」
を
４
月
に
開
所
し
ま
し

た
。
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の

相
談
や
申
立
の
支
援
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
権
利
擁
護
に
つ
い
て

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

開
所
時
間　

平
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
月
～
金
）

※
予
約
不
要

連
絡
先　

☎
21
―
５
０
９
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
21
―
５
０
９
４

　

ご
不
要
と
な
っ
た
弓
浜
絣
製
造

機
器
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

　

米
子
市
で
は
、
鳥
取
県
、
境
港

市
と
連
携
し
て
、
国
の
伝
統
的
産

業
に
指
定
さ
れ
て
い
る
弓
浜
絣
の

保
存
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
現
在
で
は
入
手
困
難
な
弓
浜

絣
の
製
造
機
器
（
糸
車
、
は
た
織

機
）
な
ど
を
探
し
て
い
ま
す
。
ご

自
宅
に
あ
る
不
要
と
な
っ
た
製
造

機
器
を
ご
提
供
い
た
だ
け
る
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　

ご
提
供
い
た
だ
い
た
製
造
機
器

は
、
弓
浜
が
す
り
伝
承
館
で
研
修

生
が
使
用
、
ま
た
は
県
内
の
絣
事

業
者
へ
貸
与
す
る
な
ど
し
て
活
用

し
ま
す
。
壊
れ
て
い
る
も
の
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。
修
理
部
材
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

連
絡
先　

弓
浜
が
す
り
伝
承
館

（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
45
―
０
９
２
６
）

高
速
バ
ス
な
ど
を
ご
利
用
の
際

は
、
ぜ
ひ
駅
前
地
下
駐
車
場
を
！

例
え
ば
こ
ん
な
と
き
…

▼
里
帰
り
の
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ

ん
の
お
迎
え
に
！
（
30
分
以
内
は

無
料
）

▼
Ｊ
Ｒ
境
港
「
鬼
太
郎
列
車
」
を

米
子
駅
（
ね
ず
み
男
駅
）
か
ら
利

用
！

▼
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
電
車

で
旅
行
に
（
１
泊
１
５
０
０
円
）

問
合
せ　

建
設
企
画
課
（
☎
23
―

５
５
２
９
）、
地
下
駐
車
場
管
理

事
務
所
（
☎
31
―
２
０
２
２
）

　

医
大
周
辺
道
路
の
渋
滞
緩
和
の

社
会
実
証
試
験
終
了

　

米
子
駅
前
地
下
駐
車
場
と
「
だ

ん
だ
ん
バ
ス
」
を
利
用
し
、
鳥
取

大
学
医
学
部
附
属
病
院
へ
行
か
れ

る
方
の
駐
車
料
金
と
往
復
の
バ
ス

代
を
無
料
に
す
る
社
会
実
証
試
験

は
、４
月
30
日
で
終
了
し
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

問
合
せ　

地
域
政
策
課

（
☎
23
―
５
２
７
４
）

　

西
部
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

開
所
の
お
知
ら
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
里
２
階
に
「
西
部

後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
う
え
る

ひ
と
り
ひ
と
り
が
川
や
海
を
き
れ
い
に
し
よ
う

く
ら
し
の情

報

　

緑
化
活
動
を
応
援
し
ま
す

応
募
で
き
る
方

市
内
で
緑
化
活
動
を
行
な
う
た
め

に
結
成
さ
れ
た
団
体
／
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
行
な
う
た
め
に
結
成
さ

れ
た
団
体

補
助
金
の
種
類

▼
草
花
緑
化
活
動
コ
ー
ス

対
象
の
活
動
に
必
要
な
額
（
上
限

２
万
円
）
…
市
内
の
公
に
開
放
さ

れ
た
場
所
で
、花
壇
、プ
ラ
ン
タ
ー

等
の
新
設
、
増
設
及
び
維
持
管
理

並
び
に
緑
化
活
動
に
関
す
る
講
習

会
、
研
修
会

▼
樹
木
緑
化
活
動
コ
ー
ス

対
象
の
活
動
に
必
要
な
額
（
上
限

５
万
円
）
…
市
内
の
公
に
開
放
さ

れ
た
場
所
で
、
新
規
に
樹
木
を
植

栽
す
る
場
合
の
み
を
対
象

募
集
数

草
花
緑
化
活
動
コ
ー
ス
…
10
団
体

樹
木
緑
化
活
動
コ
ー
ス
…
２
団
体

募
集
期
間

５
月
７
日
㈪
～
６
月
８
日
㈮

※
各
コ
ー
ス
と
も
申
込
が
予
定
数

を
超
え
る
場
合
は
抽
選

※
申
込
書
類
は
、「
米
子
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
維

持
管
理
課
（
☎
23
―
５
２
４
９
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

民生委員・児童委員のマーク
　幸せの芽生えである
四つ葉のクローバーに
民生委員の「み」の字
と児童委員を示す双葉
を組み合わせ、平和の
シンボルである鳩の形

で、愛情と奉仕を表しており、民生委員・
児童委員が身につけているバッチは、こ
のマークをかたどっています。



　

生
ご
み
を
減
ら
そ
う
！

生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
購
入
費
を

補
助
し
ま
す

　

米
子
市
で
は
、
可
燃
ご
み
の
約

半
分
を
生
ご
み
が
占
め
て
お
り
、

生
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
ご
み
の

減
量
化
に
取
り
組
む
上
で
の
課
題

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご

家
庭
で
自
主
的
に
生
ご
み
の
減

量
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、
生
ご
み
処
理
機

な
ど
の
購
入
費
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
の
額

① 

生
ご
み
処
理
機
（
電
気
式
）

…
購
入
金
額
の
３
分
の
１
（
100
円

未
満
切
捨
て
）・
上
限
２
万
円

② 

生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ

ス
ト
容
器
・
密
閉
式
容
器
・
生
ご

み
水
切
り
容
器
）
…
購
入
金
額
の

３
分
の
１
（
100
円
未
満
切
捨
て
）・

上
限
３
千
円

※
生
ご
み
処
理
容
器
は
、
種
類
、

用
途
に
よ
り
発
酵
剤
や
、
使
用
方

法
に
よ
り
処
理
容
器
が
複
数
台
必

要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご

購
入
の
前
に
購
入
店
で
使
用
方
法

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間　

５
月
１
日
㈫
～

平
成
25
年
２
月
28
日
㈭

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

※
平
成
24
年
３
月
31
日
以
前
に
購

入
さ
れ
た
生
ご
み
処
理
機
な
ど

は
、補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
申
込
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は

「
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
環
境
政
策
課

（
☎
23
―
５
２
５
９
）
ま
で
。

　

米
子
福
祉
会
非
常
勤
職
員
募
集

職
種
・
人
数　

保
育
士　

１
人

応
募
資
格

保
育
士
登
録
を
受
け
て
い
る
方

（
登
録
見
込
み
の
方
を
含
む
。）

採
用
予
定
日

平
成
24
年
６
月
１
日

勤
務
場
所

五
千
石
保
育
園
（
八
幡
）

試
験
日
・
科
目

20
日
㈰
・
作
文
、
面
接

申
込
受
付
期
間

１
日
㈫
～
14
日
㈪

（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
米
子
福

祉
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
受
験
案
内
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、受
験
申
込
書
の
請
求
、

問
合
せ

社
会
福
祉
法
人
米
子
福
祉
会

（
☎
23
―
１
５
７
８
）

　

米
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
援
助
・
依
頼
会
員
募
集

　

育
児
の
援
助
を
行
な
っ
て
い
た

だ
く
“
援
助
会
員
”
と
、
育
児
の

援
助
を
必
要
と
す
る“
依
頼
会
員
”

を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

援
助
会
員
は
、
子
ど
も
の
好
き

な
方
・
育
児
経
験
の
あ
る
方
な
ど

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
あ
れ
ば

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
依
頼
会
員

は
、
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤
め

の
方
で
あ
れ
ば
会
員（
登
録
無
料
）

に
な
れ
ま
す
。

■
援
助
会
員
に
な
る
た
め
の
講
習
会

　

子
ど
も
の
発
育
や
病
気
、遊
び
、

心
の
発
達
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

受
講
無
料
。

と

き　

21
日
㈪
・
22
日
㈫

両
日
午
前
９
時
10
分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
４
階

申
込
期
限　

11
日
㈮

※
託
児
有
り

申
込
・
問
合
せ　

米
子
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎

32
―
０
０
１
６
）

　

米
子
下
町
観
光
ガ
イ
ド
募
集

　

米
子
の
古
い
町
並
み
や
歴
史
な

ど
を
ご
案
内
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

活
動
期
間　

通
年

幸
せ
の　

行
き
先
変
え
る
は　

妻
の
舵
（
家
事
）	　

一
般
応
募
作
品

活
動
内
容　

米
子
の
古
い
町
並
み

が
残
る
地
域
（
旧
加
茂
川
沿
い
、

寺
町
通
り
、
米
子
城
周
辺
の
旧
跡

な
ど
）
を
地
元
や
観
光
客
の
方
々

に
ご
案
内
し
ま
す
。

応
募
資
格　

依
頼
が
あ
っ
た
と
き

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ガ
イ
ド
を
し

て
く
だ
さ
る
方
。
居
住
地
、性
別
、

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他　

応
募
い
た
だ
い
た
方
を

対
象
に
研
修
を
実
施
。
ス
タ
ッ
フ

ウ
エ
ア
等
を
準
備
い
た
し
ま
す
。

応
募
締
切　

31
日
㈭

問
合
せ　

米
子
市
観
光
協
会

（
☎
37
―
２
３
１
１
）

　

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
の
ご
案
内

　

認
知
症
を
患
っ
た
方
や
そ
の
家

族
の
方
へ
の
適
切
な
サ
ポ
ー
ト

や
、
認
知
症
の
理
解
啓
発
活
動
、

地
域
で
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
の

実
践
に
賛
同
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
受
講
い
た
だ
け
ま

す
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と

き　

６
月
か
ら
毎
月
１
回

（
全
10
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階　

中
会
議
室

■
第
１
回
目

６
月
16
日
㈯

『
認
知
症
を
理
解
し
支
え
る
と
い

う
こ
と
』

▼
講
座
受
講
後
の
普
及
活
動
の
例

認
知
症
予
防
寸
劇
演
技
／
小
学
校

認
知
症
理
解
絵
本
教
室
へ
の
参
加

／
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
出
前

講
座
の
計
画
と
参
加
／
徘
徊
模
擬

訓
練
へ
の
参
加　

な
ど
、
お
住
ま

い
の
地
域
に
お
け
る
啓
発
活
動
を

行
な
い
ま
す
。

申
込
締
切　

31
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

長
寿
社
会
課

（
☎
23
―
５
１
５
５
）

　

要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会

聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
を
行
な
う
要
約
筆
記

者
を
養
成
す
る
講
習
会
で
す
。

と
き　

６
月
12
日
～
10
月
30
日

（
毎
週
火
曜
日
、
全
20
回
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里

対
象
者　

高
校
生
以
上
で
聴
覚
障

が
い
者
等
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意

を
有
す
る
方

コ
ー
ス　

手
書
き
コ
ー
ス
、
パ
ソ

コ
ン
コ
ー
ス
（
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

持
参
）



社
会
が
輝
き
町
が
躍
動
す
る
交
流
の
男
女
参
画　
　
　
　

一
般
応
募
作
品

申
込
締
切　

６
月
１
日
㈮

※
当
日
消
印
有
効

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
書
の
請
求
・
問
合
せ　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ

ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う
（
☎
32
―

７
３
３
８
）

　

高
年
齢
者
の
再
就
職
を
支
援
し

ま
す

●
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程

講
習
期
間　

６
月
18
日
㈪
～
７
月

27
日
㈮　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

講
習
会
場　

真
誠
会
ほ
か

対
象
者　

55
歳
以
上
で
就
職
・
就

業
を
希
望
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
登
録
を
し
て
い
る
方

募
集
期
間　

６
月
４
日
㈪
ま
で

●
造
園
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習

講
習
期
間　

６
月
26
日
㈫
～
７
月

６
日
㈮　

土
・
日
を
除
く
。

講
習
会
場　

市
内
公
民
館
ほ
か　

対
象
者　

55
歳
以
上
で
就
職
・
就

業
を
希
望
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
登
録
を
し
て
い
る
方

募
集
期
間　

６
月
12
日
㈫
ま
で

※
い
ず
れ
も
、
定
員
20
名
、
受
講

料
無
料

申
込
・
問
合
せ　

㈳
鳥
取
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
☎

37
―
２
５
３
１
）

※
申
込
書
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米

子
、
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

●
１
日
コ
ー
ス

13
日
㈰
午
前
８
時
20
分
・
米
子
駅

前
集
合
（
８
時
39
分
発
大
山
口
駅

着
）、
行
き
先
…
名
和
方
面
（
名

和
神
社
・
住
雲
寺　

行
程
約
12

㎞
）、
弁
当
持
参
、
運
賃
（
往
復

大
人
550
円
）、
午
後
４
時
頃
解
散

予
定

●
１
日
コ
ー
ス

６
月
10
日
㈰
午
前
８
時
40
分
・
米

子
駅
前
集
合
（
９
時
２
分
発　

岸

本
駅
着
）、
行
き
先
…
八
幡
方
面

（
八
幡
神
社
・
安
養
寺　

行
程
約

10
㎞
）
弁
当
持
参
、
運
賃
（
片
道

大
人
230
円
）、 

午
後
３
時
頃
解
散

予
定

問
合
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

※
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク

ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
…
要
予
約

　

第
44
回
米
子
市
民
レ
ガ
ッ
タ
大

会
の
出
漕
申
込

大
会
日
時

７
月
８
日
㈰
午
前
７
時
～　

会
場

錦
海
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
（
300
ｍ
）

出
漕
料

１
ク
ル
ー
当
た
り
１
万
５
千
円

申
込
期
日

25
日
㈮
（
体
育
課
必
着
）

申
込
・
問
合
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　

一
般
公
開
健
康
講
座（
第
13
回
）

と

き

17
日
㈭　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　
　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
『
脳
の
お
は
な
し
』

講

師

あ
だ
ち
脳
神
経
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

芦あ
だ
ち立　

久ひ
さ
し

さ
ん

※
入
場
無
料　

申
込
不
要

問
合
せ

㈳
鳥
取
県
西
部
医
師
会

（
☎
34
―
６
２
５
１
）

　

 

第
２
回
し
ゃ
べ
っ
て
未
来
や

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

が
会
社
を
救
う
」

会
社
の
一
番
の
財
産
は
社
員
～
社

員
一
人
ひ
と
り
に
周
波
数
合
わ
せ

…
仕
事
で
成
果
が
出
る
し
く
み
～

　

こ
の
不
況
の
時
代
を
乗
り
越
え

る
に
は
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
顔

が
わ
か
る
中
小
企
業
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
が
あ
る
。（
社
員
の

働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と

で
、
社
員
も
会
社
に
い
い
仕
事
を

返
し
て
く
れ
る
。）
全
国
か
ら
講

演
依
頼
さ
れ
る
長
岡
塗
装
店
（
松

江
市
）
の
実
践
例
の
お
話
は
中
小

企
業
の
関
係
者
、
こ
れ
か
ら
起
業

し
た
い
と

思
っ
て
い

る
方
に
は

必
見
で
す
。

講
師　

長
岡
塗
装
店

常
務
取
締
役　

古こ

し

の

志
野
純す

み
こ子
さ
ん

と
き

18
日
㈮　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

米
子
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー　

か
ぷ
り
あ 

第
１
会

議
室（
イ
オ
ン
米
子
駅
前
店
４
階
）

募
集
人
員　

30
名
程
度

※
要
予
約
、
参
加
費
無
料
、
託
児

な
し

問
合
せ　

男
女
共
同
参
画
推
進
課

（
☎
23
―
５
４
１
９
）

　

脳
は
、
人
間
の
か
ら
だ
の
中
で
大

事
な
場
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
と
て

も
不
思
議
な
と
こ
ろ
で
す
。
ま
だ
ま

だ
未
知
の
部
分
が
多
い
の
で
す
が
、

わ
か
っ
て
い
る
範
囲
で
、
脳
の
し
く

み
や
働
き
に
つ
い
て
、
出
来
る
だ
け

簡
単
に
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
つ
ら
い
頭
痛
や
怖
い
頭
痛
、

じ
ょ
う
ず
に
付
き
合
う
頭
痛
な
ど
に

つ
い
て
も
、
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。



区
別
な
く　

な
ん
で
も
ご
ざ
れ
を　

こ
な
し
て
く　
　

一
般
応
募
作
品

■期 間　６月11日（月）～11月19日（月）全11回　午後２時～４時（開場：午後１時30分）　
■会 場　米子市文化ホール（メインホール）
■申込方法　ご案内チラシ下部の申込票で、生涯学習課か各公民館にお申し込みください。または、申込票を FAX で
　　　　　　生涯学習課へ送信してください。講座の開催当日に、会場でもお申し込みができます。電話申込み不可。
※要約筆記等必要な方は、要約筆記者の事前予約が必要となりますので、講座開催日の３週間前までにお申し出ください。
■受 講 料　年間 1,000円　（初めて受講される日に会場受付でお支払いください。）
※くわしくは、生涯学習課にお問い合わせいただくか、市役所・生涯学習課・各公民館にあるご案内チラシでご確認ください。
■問 合 せ　生涯学習課（市役所第２庁舎３階　 ☎２３－５４４４　　FAX ２３－５４１４）

◆６月から７月初旬までの講座
回数 日 程 テ ー マ ・ 講 師

１
６月11日（月）
午後1時30分～

開講式　午後1時30分～　（開場：午後１時15分）
「輝く瞳をいつまでも～かすむのは、歳のせいだと言う前に～」
　魚谷眼科医院院長　（社）鳥取県医師会副会長　（社）日本眼科医会理事　魚

う お た に

谷　純
じゅん

さん

２
６月25日（月）

午後２時～
「古事記編さん1300年　出雲神話の魅力」
　荒神谷博物館館長　藤

ふ じ お か だ い せ つ

岡大拙さん

３
７月２日（月）

午後２時～
「山陰地域の地震災害に備える」
　　放送大学鳥取学習センター所長　鳥取大学名誉教授　西

に し だ

田良
りょうへい

平さん

　このたび上淀白鳳の丘展示館では、高さ３メートルの菩
薩像２体が設置され、上淀廃寺金堂内部の復元が完成しま
した。完成とオープン１周年を記念し「よどえ古代まつり」
を開催します。解説員とともに上淀廃寺跡や石馬などの史
跡を巡る現地探訪や、古代食の提供、特産品販売、郷土芸
能の披露、史跡めぐりクイズラリーなどのお楽しみがいっ
ぱい。どうぞ皆さんおそろいでお出かけください。
■と き　27日（日）午前10時～午後３時
■ところ　上淀白鳳の丘展示館、白鳳の里
※天候によりイベント内容を一部変更することがあります。
※現地探訪は午前10時30分と午後１時30分の２回開催で
すが、なるべく事前にお申込みください。申込み多数の場
合、当日参加ができない場合もあります。
■申込・問合せ　よどえまちづくり推進室（☎５６－３１６４）

♪聴いてくれてありがとう♪
　地元音楽家による音楽の祭典「米子市音楽祭」の季節がやってきました。今年は公募による 58団体が４つのジャンルに出
演します。 また、マンドリン、ギター、コントラバスなど弦楽器によるファイナルコンサートを開催します。ぜひ皆さま、
それぞれのステージで、音楽の魅力に触れてください。 ■問合せ　米子市文化ホ－ル（☎３５－４１７１）

コンサート名 日 時 会 場
アコースティック ６月16日（土）午後６時～ 米子市文化ホール　メインホール

合 唱 ６月17日（日）午後２時～ 米子市文化ホール　メインホール
ＪＡＺＺ ６月23日（土）午後６時～ 米子市淀江文化センター　さなめホール

フリー部門 ６月24日（日）午後（時間未定） 米子市淀江文化センター　さなめホール

▼上記４コンサート共通チケット　一般 500円 ､ 中学生以下無料

米子市音楽祭　ファイナルコンサート ７月８日（日）午後２時～ 米子市文化ホール　メインホール

▼ファイナルコンサートチケット　一般 500円、中学生以下は招待券（枚数限定）を配布します。くわしくはお問い合わせください。
■４コンサートとファイナルコンサートを両方楽しめるお得な割引券（800円）もあります。

■とっとり県民カレッジ連携講座

と き　27日（日）（午前９時～午後３時）
ところ　航空自衛隊美保基地内
■航空機地上展示　Ｃ-１、ＹＳ-11、　Ｔ-400 など
■航空機展示飛行（各種航空機）
■主要装備品展示（移動式警戒レーダーなど）

駐車場には限りがございますので、公共交通機関をご利用く
ださい。基地と一部の駐車場の間を、有料シャトルバスが運
行される予定です。／身体障がい者補助犬以外の動物を連れ
ての来場は一切できません。／グランド等の休憩場所以外で
の、シート類、椅子、脚立、三脚等は使用できません。障が
いがある方のご来場については、ホームページでご確認いた
だくか、お問い合わせください。

■都合により、今年のブルーインパルスの地上および飛行展
示はありません。
■問合せ　航空自衛隊美保基地渉外室広報班
　　　　　　　（☎４５－０２１１）



米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

加 茂
住 宅 両 三 柳 11R2 103 高層耐火

６ 階 建 1LDK 19,200
～37,700 H11

■入居者の資格　
年齢60歳以上の単身の方
世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方
現に、住宅に困窮していることが明らかな方
米子市税などに滞納がない方
暴力団員でないこと
■申込受付期間　１日（火）～９日（水）　土・日・祝日を除く。
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）、
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類
住宅申込書、所得に関する証明書、住民票（世帯全員のもの。
外国人の場合は、外国人登録法第４条第１項の登録を受けて
いることを証明する書類）。その他、申込理由により添付書類
が必要となる場合があります。住宅申込書などは建築住宅課、
淀江支所地域生活課にあります。
■入居選考方法　11日（金）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　６月１日（金）
■次回の市営住宅入居者募集は６月１日からの予定です。
■問合せ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

また、店舗（所在地：東町　27.66㎡　家賃月額 33,000円）
の募集もしています。くわしくはお問い合わせください。

■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。予約不要。 ▼ 10日

（木）・６月１日（金）午後１時～４時／市役所第２庁舎
１階相談室／問人権政策課（☎２３－５４１５）
※鳥取地方法務局米子支局（☎２２－６１６１）では、毎
日人権相談に応じています。

■行政相談
国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委員
が相談に応じます。予約不要。 ▼７日（月）…市役所第
２庁舎３階第３会議室、24日（木）、６月４日（月）…
市役所本庁舎４階402会議室。いずれも午後１時～４
時／問市民相談課（☎２３－５３７８）

■多重債務・ヤミ金融等相談会
多重債務やヤミ金融等について、弁護士や司法書士等
が無料で相談に応じます。１件30分、要予約。 ▼ 22日（火）
午後１時30分～４時／米子コンベンションセンター
／毎月開催／問鳥取県西部消費生活相談室（☎３４－
２６４８）・米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）

■米子市消費生活相談室
買物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クーリ
ング・オフなど消費生活に関する相談に応じます。 ▼

平日午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（市役
所本庁舎１階）／問米子市消費生活相談室（☎３５－
６５６６）

■法律相談センター米子
法律に関する困りごと、多重債務、クレジット、サラ
金などについて、弁護士が相談に応じます。１件 30分
…5,000円　※ただし、多重債務（クレジット、サラ
金）相談は無料。要予約。 ▼毎週火曜日の午後３時～７
時／米子天満屋５階（受付：平日午前９時～午後５時）
／問鳥取県弁護士会米子支部（☎２３－５７１０）

■心配ごと相談・法律相談
●心配ごと相談　日常生活の悩みや心配ごとについて、
相談員（民生委員）が相談に応じます。予約不要、無料。

▼毎週月・水・金曜日の午前10時～午後３時／ふれあい
の里１階
●法律相談　弁護士が相談に応じます。１人30分、費
用は 2,000 円、要予約。 ▼毎月第１・３月曜日の午後１
時～３時／ふれあいの里１階／毎週月・水・金曜日の午
前10時～午後３時に、電話（☎２２－７８３０）で予約。
問米子市社会福祉協議会（☎２３－５４９０）

■鳥取県行政書士会無料相談
相続・遺言・成年後見・悪徳商法被害・交通事故など、
行政書士が無料で相談に応じます。予約不要。 ▼ 12
日（土）・６月９日（土）午前10時～午後２時／イオン米
子駅前店４階男女共同参画センター会議室／問鳥取県
行政書士会事務局（☎０８５７－２４－２７４４）

■相談名
内容 ▼日時／場所／問合せ先

男
女
共
同
参
画
織
り
な
す
素
敵
な
社
会	　

一
般
応
募
作
品

生涯学習相談
　過ごしやすい季節になったら、何か新しい事を始め
てみませんか。米子市主催の学習講座や市内公民館で
活躍しているサークルなどをご紹介しています。
■ところ　生涯学習課　（市役所第２庁舎３階）
　　　　　☎２３－５４４４
■と き　平日：午前10時～正午・午後１時～４時

高額介護サービス費申請のご案内
　介護保険サービスを利用したときの１か月の利用者負担（介
護サービス費用の１割）が下の表の上限額を超えたとき（同
じ世帯内に複数の利用者がいる場合には世帯で合算して上限
額を超えたとき）は、長寿社会課に申請されますと超えた分
を「高額介護サービス費」として後日お返しします。
　過去の利用分も２年間さかのぼって申請することができ
ます。

利用者負担段階区分 個人負担
上限額

合算の場合の
世帯負担上限額

住民税課税世帯 37,200円 37,200円

住民税非課税世帯 ― 24,600円

ア　合計所得金額及び
公的年金等収入額の合
計が 80万円を超える方

24,600円 ―

イ　合計所得金額及び
公的年金等収入額の合
計が 80万円以下の方等

15,000円 ―

生活保護受給者の方等 15,000円 ―

■申請に必要なもの
介護費用を事業所に支払われた際の領収書／認印／高額介護
サービス費を市から振込む際の振込先の預金通帳
■申請・問合せ　長寿社会課（☎２３－５１３２）



有

料

広

告

■申込・問合せ　
　健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
　錦町一丁目「ふれあいの里」３階

お子さんの予防接種
ところ　保健センター ( ふれあいの里３階 )
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）

▼生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった場
合は、翌月以降に受けてください。

▼母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手帳
がないと受けられません。「予防接種と子どもの健康」の
冊子を読んできてください。体温は接種会場で測ります。

◆結核予防接種（BCG）◆
対 象 児 接 種 日

H24年１月27日～２月17日生 ５月17日（木）
H24年２月18日～２月28日生 ５月31日（木）
H24年３月１日～３月14日生 ６月14日（木）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接種を受けて
いない方も受けてください。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種◆
対　象　児 １回目 ２回目

H23年７月生 １回目の接種を受けていない
方は、下記の日程で１回目、
２回目を受けてください。

５月16日（水）
H23年８月生 ６月13日（水）
H23年９月生 ５月２日（水） ６月27日（水）
H23年10月生 ５月30日（水） ９月12日（水）

▼７歳６か月未満で接種を受けていない方も受けてくださ
い。６週間以上の間隔をおいて２回飲みます。間隔は６週
間以上であれば、いくら長くてもかまいません。

献血のお知らせ
　次の会場で献血を行ないます。　医療に必要な血液は、
多くの人々の善意と協力で確保されています。ご理解と
ご協力をお願いします。
日 受付時間 献血会場

６日（日） 9:00～16:30 ウ イ ン ズ 米 子
９日（水）13:30～17:00 鳥 取 大 学 附 属 病 院
11日（金） 9:00～11:30 米子中央食品卸売団地
16日（水）11:00～16:30 ホ ー プ タ ウ ン
18日（金）11:00～16:30 ホ ー プ タ ウ ン
20日（日）11:00～16:30 イオンモール日吉津西館
■献血ルーム「ひえづ」（場所：イオンモール日吉津東館
１階）でも行なっています。
■くわしくは、鳥取県赤十字血液センター（☎３８－
７１９４）にお問い合わせください。

犬の登録と狂犬病予防注射のお知らせ
★生後 91日以上の犬を飼っている方には、狂犬病予防法により、
犬の登録をする／毎年４～６月に狂犬病予防注射を受けさせる／
鑑札と狂犬病予防注射済票を犬に着けておくことが義務付けられ
ています。
集合注射は４月、６月に公民館等で実施します。ご都合の良い会場、
または動物病院で予防注射を受けてください。
★４月から鳥取県西部地区の動物病院で、犬の登録と狂犬病予防
注射済票の交付手続きができるようになりました。
予防注射注射を受けるときは、３月にお送りした通知（ハガキ）
をお持ちください。通知が届かない方は、健康対策課（☎２３－
５４５１）までご連絡ください。通知がないと、動物病院では済票
の交付はできませんのでご注意ください。

◆料金　 ▼初めての登録…5,950円　 ▼すでに登録済…2,950円
■集合注射日程
月 日 場 所 時 間

６月５日（火）

崎 津 公 民 館 午後１時30分〜１時50分
和 田 公 民 館 午後２時５分〜２時20分
富 益 公 民 館 午後２時40分〜２時55分
彦 名 公 民 館 午後３時10分〜３時30分

６月６日（水）

湊 山 体 育 館 前 午前９時30分〜９時50分
義 方 公 民 館 午前10時10分〜10時30分
啓 成 公 民 館 午前10時45分〜11時
巌 公 民 館 午後２時30分〜２時50分
市 役 所 淀 江 支 所 午後３時20分〜３時40分

６月７日（木）

尚 徳 公 民 館 午前９時30分〜９時50分
五 千 石 公 民 館 午前10時10分〜10時30分
県 公 民 館 午前10時50分〜11時10分
住 吉 公 民 館 午後１時30分〜２時
加 茂 公 民 館 午後２時15分〜２時45分

６月８日（金）
福 米 東 公 民 館 午前９時30分〜９時50分
福 生 東 公 民 館 午前10時10分〜10時30分
どらパー米子市民体育館 午前10時50分〜11時10分

犬を飼うときは…

▼放し飼いはやめましょう。（犬の咬傷事故のほとんど
が、放し飼いによるものです。）

▼散歩をするときは、リードをつけましょう。
飼い犬の行方がわからなくなったときは…

▼西部総合事務所生活安全課（☎３１－９３２０）にご
連絡ください。

▼鑑札や狂犬病予防注射済票が着けてあると、保護さ
れたときに飼主の方に確実に連絡することができます。
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大切なご家族を自死で亡くされた方へ
　「自死遺族の集い」のご案内

　「自死遺族の集い」は、同じような体験をされた方と一
緒に安心して語り合い、気持ちを分かち合う会です。大
切な人の思い出やあなたの気持ち、言葉にすると気持ち
が少し軽くなるかもしれません。
　また、自死遺族自助グループ“コスモスの会”の方も
参加されます。お話を聞くだけの参加もできます。匿名
でもＯＫです。申込は不要ですので、気が向いた時に直接
会場にお出かけください。
■と き　５月19日（土）、７月21日（土）、９月15日（土）、
11月17日（土）、平成25年１月19日（土）、３月16日（土）
※時間は、いずれも午前10時30分～正午
■ところ　ふれあいの里
■対 象　ご家族を自死で亡くされた方
　　　　　（自死された方の親、配偶者、兄弟、子ども等）
■問合せ　鳥取県立精神保健福祉センター
　　　　　（☎０８５７－２１－３０３１）

　「最近好き嫌いが多くて ･･･」「食べる量や栄養バランスってこれで
大丈夫？」「遊び食べが多くなって ･･･」など赤ちゃんの頃とは違い、
好みや主張もはっきりしてきて、食事でお困りの方も多いのでは？
　また、「早寝早起き」って大切なのはわかっているけど、早く寝かし
つけるのって意外と難しい ･･･ など、子育て中はいろいろと悩みもつ
きませんよね。情報交換しながら、子育てに役立つヒントを見つけて
みませんか？

【１回目】　５月21日（月） 【２回目】　６月13日（水）

▼ミニ講話（幼児食のお話・紙芝
　居「早寝　早起き」）

▼親子あそび　 ▼いろいろ話そう

▼親子で楽しく！
　とっても簡単おやつ作り

▼いろいろ話そう

■対象　２歳以上の未就園のお子さん
■定員　15組（２日間とも参加できる方）　
■場所　ふれあいの里３階　　■時間　午前９時30分～ 11時30分
※申込みが必要です。１週間前までに健康対策課へお申し込みください。

大切なあなたに。受けて欲しいがん検診！
～７月からおとなの検診がスタートします～

　がんは、日本の死因第１位。全死亡者の３分の１を占めています。がんは、わが国において昭和56年（1981年）から死因第１位で、
「人口動態統計」によれば、現在では年間30万人以上が亡くなっています。
　米子市でも死因の第１位はがんで、平成22年には 471人（29.7％）の方ががんで亡くなっています。
　「まさか、私が…。私だけはがんにはならない。私だけは大丈夫！」と、思っていらっしゃいませんか。
　しかし、生涯のうち２人に１人ががんになる可能性があり、３人に１人ががんで亡くなっています。がんは、誰もがかかる可能性
がある身近な病気です。そして、定期的ながん検診で早期発見すれば９割が治る病気でもあります。　がんは、不治の病ではないの
です。治る病気です。だからあなたのために、またあなたの大切な人のためにも、勇気をもってがん検診を受けましょう！
※７月から各種がん検診（胃がん、大腸がん、結核・肺がん、乳がん、子宮がん）がはじまります。積極的に受診しましょう。受診の
際には、６月末に郵送する受診券をお持ちください。対象者などくわしくは、「ごみ分別収集カレンダー＆健康ガイド・国保ガイド」
17ページでご確認ください。くわしくは、広報よなご７月号に掲載する予定です。

中学１年生～高校２年生相当の年齢の女の子へ
子宮頸がん予防ワクチンの助成をしています

■中学１年生には麻しん風しん混合ワクチンの個人通知に同封しご案
内しています。
■中学２年生から高校１年生は昨年から助成しています。予診票を紛
失された場合は健康対策課で再発行しますのでご連絡ください。
■高校２年生については３月末までに１回以上接種をされた方に助成
します。
■委託医療機関に予約してから接種を受けてください。
■接種間隔について
　３回接種が必要ですが、ワクチンの種類で接種間隔が違います。接
種間隔が短くならないようにしてください。

ワクチンの種類 １回目 ２回目 ３回目
「サーバリックス」（グラク
ソ・スミスクライン社製） 初回 初回から

１か月後
初回から
６か月後

「ガーダシル」
（ＭＤＳ社製） 初回 初回から

２か月後
初回から
６か月後

世界禁煙デー in米子イベント
　５月31日は世界禁煙デーです。また、禁煙週間は５月
31日から６月６日です。
　禁煙は自分自身の健康を守るための最も身近な手段で
あり、大切な人への思いやりにつながります。禁煙につ
いて、イベントを通じて一緒に考えてみませんか？
■と き　６月３日（日）　午後１時～３時
■ところ　イオン日吉津ショッピングセンター
　　　　　西館１階　島村楽器店前広場
■内 容　専門医による禁煙相談・ニコチンパッチ処方

（無料）、ニコチン依存度チェック・肺年齢測定・呼気中
一酸化炭素濃度測定、小学校５・６年生、中学生の禁煙ポ
スター・標語の展示、紙芝居・マジックショー、ご当地キャ
ラクターとの記念撮影　など　
■主 催　世界禁煙デーin 米子実行委員会
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春のセンターこども大会！
３日（木）～６日（日）
ゴールデンウイークも児童文
化センターで遊ぼう！くわし
くはセンターだよりで。
プラネタリウム「春の星空と日食」
平日…午後２・３時、土・日・祝
日…午前11時・午後１・２・３・
４時の投影。幼児・70歳以上
無料、小中高校生 50円（土・日・
祝は無料）、大人 300円。
ナイトプラネタリウム
26日（土）午後６時30分～７
時10分。月に一度の夜間投
影です。幼児・小中高校生・
70歳 以 上 の 方 無 料、 大 人
300円。
天体観測会「月の観測と星座
さがし」
26日（土）午後７時30分～９
時、対象：どなたでも可、20
組、無料。12日（土）から電
話受付。
春のバラ展（主催・米子バラ会）
26日（土）、27日（日）午前
10時～午後４時、館内外でバ
ラの香りをお楽しみください。
バラのアレンジメント教室
講師：よみかずみさん
27日（日）午後２時～３時30
分、 対 象： ど な た で も 可、
30人、材料費 1,000円。13
日（日）から電話受付。
おかあさんだぁ～いすき（主
催：朗読ボランティア火曜の会）
12日（土）午後１時30分～
３時、対象：幼児～大人。人
形劇、絵本、詩の朗読など。

えほんとわらべうた

▼６日（日）　0～１歳半：午
後１時30分～、１歳以上：午
後２時10分～。 ▼毎週水曜日
　0 ～１歳半：午前10時30
分～、１歳以上：11時10分～。
おはなしのへや（共催：朗読
ボランティア火曜の会）
13日（日）午前11時～11時
30分、対象：幼児～大人。
大人が楽しむおはなし会
14日（月）午前10時30分～
正午、対象：大人。絵本や手
遊びなどを楽しみます。持ち
物：お気に入りの絵本など。
紙芝居のじかん
19日（土）午後２時30分～３
時、対象：幼児～大人。
だくちるおはなし会（共催：
おはなしグループだくちる）
26日（土）午後２時15分～３
時、対象：幼児～大人。
じどぶん育児相談「ままこん」
23日（水）午前10時～正午、
自由参加、無料。元保育士の
方々が、子育て中の保護者の
悩みに答えてくださいます。
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日
毎週火曜日、７日（月）
■多目的ホールと研修室は開館
日の午後10時まで利用可。有料・
要事前申込。（１週間前まで）

平成24年度　第52回米子市
美術展覧会（市展）のご案内
◆会期：５月５日（土・祝） 
まで［会期中無休］

◆出品部門：洋画・日本画・
書道・写真・工芸・彫刻
平成24年度 出前講座
当館では休館中も引き続き、
美術館職員（学芸員）が公民
館や学校に出向き、美術上映
会や野外彫刻ガイド、収蔵作
品についての解説等を行なう

「出前講座」を実施します。こ
の機会にぜひご利用ください。
■くわしくは美術館まで。
■開館時間
午前10時～午後６時

企画展「河田久寿作　民俗版
画と民具展」
富益町出身の故・河

か わ

田
た

久
ひ さ

寿
と し

さ
ん（1918 ～ 1998）が、弓ヶ
浜の民俗を木版画で記録した
作品と、関連する民具を紹介
しています。
会期：27日（日）まで［毎週
火曜日休館］、観覧料：無料
民話のへや
20日（日）午後１時30分～、
２階いろりの間、語り：ほう
き民話の会、内容：「姑と嫁」
ほか３話
民話あれこれ…酒

さ か

井
い

董
た だ よ し

美さん
※車でお越しの方は、市役所
駐車場をご利用ください。２
時間無料の手続きをします。
■開館時間
午前９時30分～午後６時
■今月の休館日　毎週火曜日

「米子城跡現地ガイドツアー」
米子城跡を解説しながら巡る
ガイドツアーを開催。13日

（日）午後１時30分～３時、
集合場所：山陰歴史館ロビー、
定員 30名、資料代 100円
電話受付中。
■開館時間
午前９時～午後５時
■今月の休館日　催事開催日

を除く毎週土、日、祝日

常設展開催中
　米子市で発掘された遺跡の
出土品を紹介しています。観
覧無料。
■開館時間
午前９時30分～午後５時
■今月の休館日　毎週木曜日

つつじ読書会
12日（土）午後２時、ふれあ
いの里、『幸福論』アラン：
著岩波文庫
※６月２日（土）は、ふれあい
の里で開催します。
楽しく漢文に学ぶ会
13日（日）午後１時30分、ふ
れあいの里、『論語新釈』宇

う

野
の

哲
て つ

人
と

著（講談社学術文庫）
を読みます。
※６月３日（日）は、ふれあい
の里で開催します。
おはなし会・古文書研究会
図書館休館中のためお休み。
伯耆文化研究会 5 月例会（講
演会・総会）
12日（ 土 ） 午 後１時30分、
米子市文化ホール、講演会「日
露戦争時・鳥取県域に漂着し
たロシア兵」について、講
師：鳥取県立公文書館専門員
　清

し み ず

水太
た ろ う

郎さん。講演会終了
後に総会を行ないます。
ビジネス支援
「特許無料相談」（要事前申込）
５月の開催はありません。
※６月26日（火）は市役所旧
庁舎で開催します。主催・予
約先：米子市立図書館（☎
２２－２６１２）
「起業・事業融資相談会」（要
事前申込）
図書館休館中のためお休み。
◇移動図書館車「つつじ号」
の運行について

５月の催し

児童文化センター
（☎ 34－5455）

米子市美術館
（☎ 34－2424）

市 立 図 書 館
（☎ 22－2612）

山 陰 歴 史 館
（☎ 22－7161）

埋蔵文化財センター
（☎・FAX26－0455）

福市考古資料館
（☎ 26－3784）
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　図書館移転準備のため、４
月14日から６月30日まで、
巡回を休止いたします。
■ただいま増改築による引越
準備のため休館しています。
７月１日（日）から市役所旧
庁舎 1 階に代替図書館を開
館します。

バードカービング展
今にも動き出しそうな木彫り
の野鳥を多数展示。６日（日）
正午まで。開館時間中いつで
も。出展：バードカービング
米子。会場：水鳥公園ネイ
チャーセンター
第２回園児が描いた鳥の絵展
県内の幼稚園・保育園の園児
が描いたかわいい鳥の絵を展
示。20日（日）まで。開館時
間中いつでも。会場：水鳥公
園ネイチャーセンター
手作り自然教室「生きもの缶
バッチを作ろう！」
お気に入りの生きものの絵を
描いて、オリジナル缶バッチ
に仕上げます。３日（木・祝）
～６日（日）、開館時間中いつ
でも。参加費：材料費 100円。
会場：水鳥公園ネイチャーセ
ンター
自然観察会

▼ ５月３日（木・祝）…「春の
昆虫ウォッチング！」
園内を歩いて春の昆虫を捕ま
えて観察します。午前10時～
正午（10 時集合）、対象：小
学生～大人、当日受付。集合：
水鳥公園ネイチャーセンター

▼ ５月４日（金・祝）…「春の
草花ビンゴ」
園内を歩いて春の草花を探
し、ビンゴゲームをします。
午前10時～正午（10時集合）、
対象：小学生～大人、当日受
付。集合：水鳥公園ネイチャー
センター

▼５月５日（土・祝）…「コウモ

リの超音波を聴いてみよう！」
水鳥公園上空を飛び交うコウ
モリの超音波を、特殊な機器
を使って聴いてみます。午後
６時～７時（６時集合）、対象：
小学生～大人、当日受付。集合：
水鳥公園ネイチャーセンター

▼５月６日（日）…「秘密の観
察小屋から鳥を観よう！」
普段入れない観察小屋に入っ
て鳥を観ます。午前10時～
正午（10 時集合）、対象：小
学生～大人、当日受付、先着
15名、集合：水鳥公園ネイ
チャーセンター
■米子水鳥公園の催しへの
参加には、入館料（高校生～
69歳は 300円、その他は無
料）が必要です。
■水鳥公園の催しは、とっと
り県民カレッジ連携講座で
す。また、自然観察会は、環
境省いきものめぐりスタンプ
ラリー対象企画です。
■開館時間　平日：午前９時
～午後５時30分

■今月の休館日　毎週火曜日

素鳳コレクション
「こどもたち　～健やかなる
成長を祝って～」
端午の節句は子供たちが主役
です。コレクションの中にも、
子供たちがたくさん！いろい
ろな「こどもたち」に出会っ
てください。
期間：６月10日（日）まで
企画展「石見の手仕事展」
国の指定を受けている石州和
紙や石見焼を中心に、島根県
石見地方の職人の手仕事を紹
介します。中でも「石州半紙」
はユネスコの文化遺産に登録
されています。
期間：９日（水）～27日（日）
チャーチル会米子絵画展
恒例のチャーチル会米子の皆
さんによる絵画展です。素敵
な作品をどうぞご鑑賞くださ
い。期間：29日（火）～６月

10日（日）
■入館料
250円（小学生以下無料）
■開館時間
午前９時～午後５時
■今月の休館日
８日、22日、28日

５月ロビー展
「布こもの手づくり展」
７日（月）～24日（木）
出展者：まあころ（生

い く

田
た

眞
ま

有
ゆ

美
み

さん）
■入園料
大人 200円、小・中学生 50円。

（市内にお住まいの方の料金。
受付でお申し出ください。）
■開園時間
午前９時30分～午後５時
■休園日
第２・第４水曜日

米子水鳥公園
（☎ 24－6139）

伯耆古代の丘公園
（☎ 56－6817）

素鳳ふるさと館
（☎35－0175：米子市観光センター内）

図書館・美術館は、それぞれ休館します
●米子市立図書館
■休館予定　平成24年４月23日～平成25年８月頃
■休館中の問合せ先　米子市立図書館（６月１日以降、事務所を市役所旧庁舎へ移転）
　　　　　　　　　　☎２２－２６１２　FAX ２２－２６３７
　　　　　　　　　　( 電話番号・FAX ともにこれまでと変更ありません )
■問合せ受付時間

▼平成24年４月23日～平成24年６月30日…土・日・祝日を除く、午前10時～午後６時

▼平成24年７月１日以降…月・月末を除く、午前10時～午後６時

図書館の工事期間中、次のとおり代替図書館をオープンします。児童図書、新刊
図書などの開架を予定しています。
期 間　平成24年７月１日～平成25年６月頃の予定
場 所　市役所旧庁舎１階　　　開館時間　午前10時～午後６時
休 館 日　毎週月曜日・月末　　　貸出冊数　１人 10冊まで

●米子市美術館
■休館予定　平成24年５月６日～平成25年８月頃
■休館中の問合せ先　米子市美術館仮事務所　米子市埋蔵文化財埋蔵センター内（長砂町）
　　　　　　　　　　☎３４－２４２４　FAX ３３－０６７９
■問合せ受付時間　土・日・祝日を除く、午前９時 30分～午後６時 30分



米子市の人口と世帯数　平成24年４月１日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,037人（－226人）　男性 71,218人（－164人）　女性 78,819人（－62人）　世帯数 63,794世帯（＋6世帯）

■編集発行／米子市総務部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@city.yonago.lg.jp　■毎月１日発行　■印刷／合同印刷株式会社

　５月の水鳥公園は、鳥たちが子育ての真っ最中です。キジバトも、巣作りの場所探し
に忙しそうです。
　日本には元来９種類のハトが生息していますが、その中で普通に見られるのはキジバ
トだけです。公園や街中で、人が与える餌に群れているハトは、ドバトという外来種です。
　ある日、私がネイチャーセンターの事務室で仕事をしているとき、窓のすぐ外で「デー
デー、ポッポー…」とキジバトの鳴き声が聞こえてきました。
　声がとても近いので、鳴き声が聞こえる方向を見ると、キジバトがすぐ近くに止まっ
て鳴いていました。そのまま、窓越しに横目でキジバトの様子を観察しながら仕事をし

ていると、キジバトはこちらに向って飛んできて、窓の上の方に入っていきました。どうやらこのキジバトは、ネイチャー
センターの軒下を、巣作りの場所の候補にしているようでした。
　これまでにも、事務室の軒下にはキジバトがよく巣を作っていました。しかし、キジバトの巣は、細い木の枝を雑に積
み重ねただけの粗末な構造で、軒下に突き出ている四角い梁にただ乗っているだけです。そのため、天気が荒れると風で
巣が吹き飛ばされてしまうことがしばしばです。
　それでも、キジバトは懲りずに同じ場所に木の枝を運んできては、子育てを試みます。園内の木々の茂みの中に巣を作っ
たほうが、巣が木の枝にしっかりと絡み付いて飛ばされにくいでしょうし、天敵にも見つかりにくいように思うのですが、
キジバトにとっては何か魅力がある場所なのでしょう。もしかしたら、窓越しに見える私たち人間を、巣のガードマンと
して利用しているのかもしれません。
　キジバトが巣作りの場所を選ぶ基準はよく分かりませんが、人間が生活しているすぐそばで暮らしている鳥なので、庭
木の茂みや公園の木の上など、身近なところで巣を作り、子育てをしています。
　キジバトは、いつも驚いているような顔と、首を振りながら歩き回る様子、のんびりした態度などに愛嬌があり、観察
していると癒されます。キジバトは、スズメなどと並んで最も身近な野鳥なので、皆さんもご近所で見かけた際には、ちょっ
と注目してみてはいかがでしょうか。

水鳥公園指導員　桐
き り は ら け い す け

原佳介

水鳥公園からのたより
キジバト

５月に見られる水鳥公園の生きものたち
カルガモなどのカモ類、アオサギなどのサギ類、コチドリなどのチドリ類、ハマシギなどのシギ類、カ
イツブリ、オオヨシキリ、キジ、メダカ、樹木の花（エゴノキ、シャリンバイ、トベラ、ノイバラ）など。

「よなごの宝88選」から
　 生

い く

田
た

春
し ゅ ん

月
げ つ

の足跡　　　《宝No.84》
　生田春月（本名：清平）は、明治25年（1892）道笑町１丁目（現・元町サンロード　高橋
茶店隣）に生まれました。少年時代から文学に親しみ、「明星」「新声」「文庫」などに盛
んに投稿。16歳のとき上京、生田長江に師事、一方ドイツ語を学び、たちまちのうちド
イツ文学を翻訳するほどの語学力を身に付けました。25歳のとき、第一詩集『霊魂の秋』
を上

じょ う し

梓したのに続き、第二詩集『感傷の春』、翻訳『ハイネ全集』全３巻など次々と発表。
日本にハイネを紹介した第一人者であり、詩論『新しき詩の作り方』は日本のみならず、
中国初期口語詩（新体詩、自由詩）の形成にも影響を与えました。自伝的小説『相ひ寄る魂』
には当時の文壇の情況が描かれています。その後、個人対社会の矛盾に苦しみ、昭和５年
（1930）５月19日、瀬戸内海航行中の薫

すみれ

丸
ま る

船上より身を投じました。
　米子市内には、春月の足跡を示す石碑が４点あります。
　博労町の法城寺の詩墓碑は昭和５年７月建立。編集者・加藤武雄氏の揮ごうにより春月の詩が刻まれています。
　皆生の海浜公園の文学碑は昭和41年５月建立。ここは『相ひ寄る魂』に出てくる「浜

はまんなだ

灘」に当る場所です。郷
土の彫刻家・辻

つじ し ん ど う

晉堂作の石彫に、春月直筆の色紙による小説の一節（「生きとし生ける人の胸に限りもなく寂しさ
が雲のごとくに湧くときは離れ離れし人も相寄る」）が刻まれています。
　東町・合同庁舎前の明道教育学舎の跡碑は昭和48年５月建立。御影石に『相ひ寄る魂』の冒頭部分が刻まれて
います。
　淀江町福岡・淀江白鳳の丘展示館前の詩碑は昭和49年５月建立。詩文は大正11年帰郷したときの作「故郷の唄」
の第二節です。淀江は父母の出身地であり、春月自身も一時養子として暮らした故郷です。
お知らせ　第23回よなご88探宝会　５月20日（日）午後１時～４時、日吉津界隈、定員 30名、参加費 500円。申込方法：住所・
氏名・電話番号を明記の上、郵便またはFAXで「よなごの宝88選事務局」（東町161－2　文化課内、FAX23 － 5414）まで。
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